　　　　
　基本条例　　なぜ今必要か　　その関連事項など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０６，７、28、各班の討議から

· 理念・方針
· 自分のことは自分で決め、鎌倉市のことは鎌倉市民が決めるのが民主主義の根幹ということ　①

· 自立した自治体(3割自治の突破)　④

· 市政の進むべき方向・基本を決める　④

· 将来の目標を掲げて子孫に引き継ぐ事を盛り込みたい　③

· 市民憲章に｢市民は進んで市政に参加｣と明記してあり、それを実行する　②

· 市の約700本の条例は、国の法・政省令中心だが、それらを統括し中心となる条例を作る　①
· 自治の憲法である自治基本条例を作る事によって、個別条例を変えなければならない　⑤

· 鎌倉の文化、歴史、緑をきちっと確保することをしたい　⑥

· 鎌倉市が何を一番大切にしているかが重要で、これが鎌倉の特色になる　①

· 鎌倉の独自性はたくさんある　⑤

· 市民が枠組みを策定できるようにしたい　③

· 基本条例は、ホームページのトップページのようなものと考えている　③

· 全般的な事項・意義

· 鎌倉市には市民憲章があり、住民参加の尊重がある　⑥

· ふるさとの鎌倉が大きく変わっている　⑥
· 住民運動により現在の鎌倉があり、問題点も存在する　⑤

· 自治は誰が行い、それをどう補うかだ　⑥

· 市長が市民の立場に立っているのかわからない　⑥
· 公文書公開により、鎌倉市の透明度は高い　⑤
· 情報が市民に降りてこないから、行政と市民に情報の時間差がある　⑥

· 市民、市。議会の三者が旨く市民バスに乗りあう事、このルールが基本条例である　⑥
· 条例の文章だけ作っても変らない、作る過程を重視したい　①

· つくる過程に意義がある　⑥

· 市は条例が重要といっているが、法には位置づけられていない　②
· 憲法があって行政法がある　⑤

· 時勢・市民の意識

· 国の政策は行き詰まり、全国一律の政策は通用しなくなってきた　①
· 分権の流れがあり、地方が自治を確立しないといけない　⑥

· 今までの自治は本物の自治とはいえず、国主導で地方自治法に規定なし　②

· 今まで条例は行政や議会が作ってきたが、市民が条例を作る時代になった　⑤

· 私たちの意識で地方自治を進めることが基本　⑤

· 世界的な流れの中、民主主義を進めようと引っ張られている　⑤
· 住民の意識を高め、市民運動を市民参画へと進めていくことが必要　⑤

· ニセコから全国で制定が始まったが、自分たちのまちの基本を決めよう　⑥

· 市民の中にも、自分たちでやろうという意識が芽生えてきた　①
· 市民の立ち位置が分らない　⑥

· 市民サイドで自分がやるべきことをやらないで、クレームだけ行っていていいのか　②

· 自分たちの主張だけを言っていてはダメ　②

· 個人も地域の一員と言う気持ちが希薄になっている　②

· 今の時代に合った市民憲章を作るべきである　①
· 既存の条例の最高規範を作るのに、既存の条例を知らないで出来るか　②

· 鎌倉に熱い思いを持っている人の集まりと思っていたが、そうでない人も居るのが残念、此処からがスタートである　⑥
· 目的・役割
· 自治基本条例は何を目的に何のために作るのか　②

· どうして条例を作らなければいけないのか分らない　⑤　⑥
· なぜ条例が必要かよく分らない、きちっと答えられない　⑥　⑥
· 目的は条例の上になる条例をつくることか　⑥

· 理念を高く掲げるだけでは、条例の必要性を説明するに充分ではない　⑥

· 現状を見ると、条例が無くて困って居るのかいないのか分らない　⑥
· 自治基本条例が出来たら、すべてが解決するわけではない　⑤
· 条例をどうやって人が使えるか考えていくべきである　⑥

· 条例をつくるのは外圧からではなく、内側からつくる要望があるかどうかを確認する必要がある　⑥
· 条例の上位に憲法・法律があるが、実効性があるのか　②

· 法主導ゆえに自治体がうまく機能していない　④

· 条例の罰則が無い(弱い)から、より強い罰則の整備をする　④

· 市が条例を作ると公言しているなら、条例が必要な理由を述べよ　②

· 選ばれた議員が居るのになぜ市民グループで条例なのか　②

· 例規集を見ると既に独自性を持っている　②

· 市の運営方針を定めるもの　①

· 何かをやることを決めるためのルール　①
· 従来の法にぶら下っただけの基本条例では、権限委譲されたとき困る　②

· 市民参加の仕方、市の政策決定プロセスのルール化が必要である　①
· 市民参画条例という意味合いで基本条例を考えている　③

· 市民参画、協働のルールはどこにも無く、市民が市政に参加する仕組みが条例である　⑥

· 主権は市民であり、行政が参画すべきものと考える　③

· 他市には鎌倉より税金の安い都市があり、市政の違いによるが、そのための条例をつくる　②

· 10年先の鎌倉をどうするかの提言はしたが、どうやって実現していくかは決まっていない　⑥
· 行政は、市民生活上ほんとうに必要な事を行うこと、文化より安全安心というような優先順位づけが必要なのではないか　①
· 優先順位付けや決定の権限は、市議会の役割である　①
· 条例を使える層を育てていきたい　⑥

· 作り方・関連する事柄
· 住民自治と言う言葉は法的には定義されていないので条例で定義する　④

· 自治基本条例の骨格を骨太にすべき論議が必要　⑤
· 理念だけではなく具体的な制度を盛り込むべきである　③

· すべての人が分るような(中学3年生が理解できる)条例が必要　⑤

· 市民は他人称のような気がする、わたしを主体に考え、自分が参加するための条例をつくりたい　⑥

· 市長、議長は個人だが、市民は個人ではなく集団で捉えている　⑥

· 市長、議会は市民が選んだ者で、市民、議会、市長を三者として位置づけるのはおかしい　⑥
· 法令は文章で出来ており、解釈がある　⑤

· 行政には解釈する裁量権があり、政治中心の解釈になっている　⑤

· 条文の地獄に落ちず、体系的に整うより具体的な必要に沿う条文を　④
· 修正、追加の出来る柔軟性を持った条例に　④
· 住民のイエス、ノーの声に力を持たせる（条例廃止を可能にするなど）④
· 条例の抜け穴、不足等を監視する市民委員会を設置し、アフターケアを④

○　内容

· 鎌倉に今必要なものをリストアップしてみた　②
· 市民、行政、議会の役割分担を明確にすべきである　③

· 市民、市長、議会がいかにまちを作っていくかルールを決めよう　⑥

· ルールの形は条例が良い　⑥

· 自治会、町内会の見直し　④

· 地域で継承すべきことは条例で決めたらいい　⑥

· 現状の議会、行政のメカニズムでは市民が主役になっていないが、主役になるメカニズムを作りたい　③

· 市民が責任を持つことを明記する　②

· 行政はどのように改善していくのか、考えていない　⑤

· 行政から力ずくの不当な扱いを受けた　⑤

· 行政職員から叱責を受けた事があり、行政は市民の目線を分っていない　⑤

· 行政は業者中心で、住民を平等に扱っていない　⑤

· 住民と業者を平等に扱える仕組みが必要だ　⑤

· 市役所の民営　④

· コンピューター化例えば自宅からの投票など　④

· 身近な事をアピールする事が必要である　②

· 政策目標の構築やチェック機能を持った条例を策定したい　③

· 議会のあり方、市民参画の仕方、計画策定への絡み方などのシステム作りを行う　③

· 参加がどこまで政策決定に反映されたか検証する　⑥

· 第3次総合計画基本構想・基本計画と同じもの　①
· 基本構想を作るための手続き　①

· 各種の市の計画が実行に移されない事に問題がある　①

· 市民の声が行政の担当部署に直接届くような形を作る事が必要　①
· 市民の声が行政に届く機能を持たせる　①

· 市民の声を行政の意思決定につなぎ、市民の意思決定を行政の意思決定に摺り合わせていく（実例の説明もあったが省略）　①

· 市への要望がなかなか実現しない事への不満があるので、要望を実現できる条例にしたい　⑥

· 財政建て直しの突破口としての条例　④

· 予算は前年との比較で策定しており、市民の意見が反映できる仕組みになっていない　③

· 予算執行がどのように執行されたかチェックする仕組みが必要　③
· 予算執行の結果について評価するシステムが必要　③

· ＰＤＣＡのチェックとアクションにかかる機能を規定すべきである　③

· 野村総研跡地の利用、小袋谷跨線橋の改修など、課題解決に向けたもの　①

· まちづくり・環境・観光
· 先人が残してくれたこの環境を守りたい　⑤
· まちづくり条例はあるが、住民は常に後追いで住民不在である　⑥

· 世界遺産登録で市民生活は向上するのか、漢方薬のような効き目かもしれないがやっていきたい　⑥

· 鎌倉ならではの武家社会や世界的な遺産などがある　⑤

· インフラ整備をしなければいけない　⑤

· 地名には歴史があり、その呼び方が変っているのも残念だ　⑥
· 都市計画についての賞金つきのコンペを行う　④

· みんなで考え、みんなで作る事が大切　⑤

· 緑を壊したところに住んでいるのだから大きい事は言えない　⑤

· 住みたい人が居る以上、緑が削られマンションが建つのはやむをえない　④
· マンション問題が参加の動機である　⑥

· 緑の破壊に歯止めをしなければいけない　⑤

· 斜面緑地開発の情報は、常に市に聞きに行かなくては分らない　⑥

· 緑破壊もマンション開発も止められない　⑤

· 個別の条例の中で規制を作っていく　⑤

· 鎌倉には法で守られている処もあるが、台峰は30年かけて保存できた　⑤

· 自分たちで守ることが大切　⑤

· 鎌倉の枕詞は｢星月夜｣、星は良く見えるところであった　⑤

· 住宅建設が進む中、空き巣の増加も進んでいる　④　
· 見直した観光基本計画は、市民参加が出来ない形になっている　①

· 観光立市にすべき　⑤

· 観光はほどほどにすべき　⑤

· 観光公害もあるが、観光も特徴である　⑤

· その他
· 地方分権になったことに伴い、市民が自治する事を宣言する　④

· 藤沢市では市民が作った条例がある　⑤

· 議会の陳情は、全員一致が原則で市民の意見が取り入れられず曖昧であり、風穴を開けたい　③

· 市長が代わることで施策がなくなることがあるが、市政の継続性が必要な事もある　⑥

· 市外から流入する車両から観光税を徴収すればいい　④

· 役員選出は5地区からとあったが、一票の重みはどうなるのか　⑥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○内の数字は班を表す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０６，８，１５、高橋作成
